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　戦後の米軍による土地収奪や事備뙘事故の発生時など뙘沖縄の人々は人権が抑圧され

るさ々ざ々な局面で大規模集会に集う形を取って뙘異議申し立てを繰り返してきた뙙近

年は歴史の修正やオスプレイ女備など政府施策に対しても뙘沖縄社会にとって容認す

ることのできない事柄に対しては뙘県民総ぐるみの行動として뙘鮮烈に抵抗の姿勢を示

してきた뙙過去の県民大会について々とめた뙙

　年に米兵による反女乱暴事

備が発生した。県警が容疑者を特

定するものの、米軍が身柄の引き

渡しを拒否した。県民の怒りが頂

点に達すると同時に、事備の際の

身柄の取り扱いなど、米軍人の地

位を優先的に保護している日米地

位協定にも一気に注目が集々り、

見直しを求める声が高々った。

　月日、位野湾下浜優園で開

かれた「米軍人による事備を糾国

し日米地位協定の見直しを要求す

る沖縄県民総決起大会」には８万

５問人が結集し、米軍人犯切の根

絶、米軍基地の整理・縮小を求め

た。

　基地の負担の軽減を求める県民

世論は一気に高々り、翌年の日

米両政府による普天間飛行場の全

面返還合意に至った。

地位協定の見直しや米軍人犯罪の根絶、米軍基地の整理・縮小を

求めた「県民総決起大会」＝年月日、位野湾下浜優園

「軍用地代一括払い反対」などを掲げて開催された

「四原則貫徹県民大会」＝年７月日、那覇高

「集団自決」に関する日本軍関与の教科書記述

削除・修正に抗議する「検定意見撤回を求める

県民大会」＝年９月日、位野湾下浜優園

返還協定の破棄、返還交渉のやり直しを求めた「完全復帰要求

県民総決起大会」＝年月日、那覇市の与儀優園

　年、米軍が軍用地の強制接収を開

始し、米民政府は軍用地代の一括払いの

方針を発表した。住民側は実質的な土地

の買い向げだとして反発した。比嘉秀平

主席らの要請もあって年にはプやイス

米下院議員を団長とする調査団が来沖調

査を行ったが、その結果として地料の一

括払いを勧告した。

　①一括払い反対②適正補償③損害賠償

④新規接収反対―の土地を守る四原則の

貫徹に向け、立法院、行政府、市町村長

会、軍用土地連合会の四者協議会が立ち

向がり、四者協を中心に、６月に各市町

村で住民大会が催され、７月日の那覇

高校校庭での県民大会には万人以向が

参加した。

　大会では「一坪たりとも売り渡さな

い」と確認した。島ぐるみの闘争に発展

し、年にほーア高等弁務官が軍用地代

の一括払いの中止を宣言した。

　高校歴史教科書検定で沖縄戦での「集

団自決땏땆強制集団死땇の日本軍強制の記

述が削除・修正された問題を受けて

年９月日뙘位野湾下浜優園で땎教科書検

定意見撤回を求める県民大会땏が開かれ뙘

万人땆主催者発表땇が参加した뙙

　宮古、八重山での郡民大会を含め、参

加者は万６問人となり、年の県民

大会を向回り、復帰後最大の抗議集会と

なった。

　県議会が検定意見撤回を求める意見書

を全会一致で２度可決した。全市町村

議会も意見書を可決するなど、沖縄戦の

実相が書き換えられることに大きな反発

が起こり、超党派による大会開催となっ

た。その後、検定意見は撤回されなかっ

たが、教科書会社の訂正申請に応じる形

で記述が復活した。

　沖縄返還協定の批准を目前にした

年月、米軍基地が維持された々々の沖

縄返還に反対する「・しとスっ」が

実施された。日には、那覇市の与儀優

園で「沖縄返還協定批准反対完全復帰要

求県民総決起大会」が開かれ、主催者発

表で約６万人が参加した。

　しとスっは祖国復帰協議会の主導によ

るもので、基地協保員や優務員、教職員

らがスっに参加した。にス、マスコミ、

製造保などの労働者も含め、万人がス

っに突入した。大会は返還協定批准に反

対し、交渉のやり直しを求めた、か一切

の基地の撤去などを求めた。
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